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要旨：本研究では、日本語中級コースで行った自己調整学習の促進を目的としたプロジェ

クトを通した学習者の学習ストラテジーや意識の変化、そして e ポートフォリオのサポー

トツールとしての実用性について、アンケートと学習者のリフレクションを通して検証し

た。調査結果より、自己調整学習のプロセスであるゴール設定や計画、リフレクションな

どを通して、弱点の意識、意味の推測、学んだことの積極的使用、自信を持つことなどを

含む多くの学習ストラテジーの変化が見られ、その他の学習にも活かすようになったとい

う学習行動の変化も見られた。また、学習モニターやリフレクションをする過程での e ポ

ートフォリオの効果と今後の可能性が示唆された。 
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1. はじめに 

 学習過程において、学習者が自律性と責任をもつことの必要性が強調されている近年、

目標設定や計画、自己モニタリングやリフレクションなどのプロセスが含まれる自己調整

学習は、学力の向上だけではなく、21 世紀スキルの向上にも影響を与えるとされ、その

重要性が唱えられている。また、近年様々な分野で取り入れられるようになった e ポート

フォリオは批判的思考、意思決定などの発展を促す以外にも、自律的学習を促し、学習過

程のリフレクションをする機会を与えるなどの機能があり、学習者の自己調整学習やリフ

レクション、自己モニターにも役に立つとされている。 

 本研究では、自己調整学習の促進を目的としたプロジェクトを通し、学習者の学習スト

ラテジーや意識の変化をアンケートと学習者のリフレクションを通して検証する。また、

e ポートフォリオをサポートツールとして取り入れることについての実用性と、今後の日

本語教育における e ポートフォリオの更なる可能性と、コースデザインへどのように活か

せるかについても考察する。  

 

2.  自己調整学習と e ポートフォリオ  

2.1 自己調整学習  
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 自己調整学習 (Self-regulated learning：SRL)は、「学習者がメタ認知、動機付け、行動の

3 要素において自分自身の学習過程に能動的に関与していること」と定義づけられている

(Zimmerman & Schunk, 2001)。「メタ認知」とは自らの学習をモニタリングしてコントロー

ルできること、「動機付け」とは自分自身を有能さ、自己効力、自律性を有する者として

認知していること、そして「行動」は学習を最適なものにする環境を自ら選択、構成し、

創造することを指す (伊藤, 2008)。SRL

は、図 1 にあるように予見段階、遂行段

階、内省段階の 3 つが循環的なプロセスと

して行われることが望ましいとされている 

(Zimmerman & Schunk, 2001; 伊藤, 2008)。

SRL において用いられる学習ストラテジー

は、学力の向上だけではなく、自己決定力

や様々な環境で効率よく働く能力など、

21 世紀スキルとの向上にも影響を与える

とされている (Wolters, 2010; Chau & 

Chen, 2010)。 

 

2.2 eポートフォリオ  

 e ポートフォリオは学習過程における成果物の収集とまとめ、学習のリフレクションや

評価といったプロセスを通して達成感を得られること、そして学習に対する責任の向上と

自己で設定した目標達成の手助けとなるなどの利点が挙げられている  (Hartnell-Young & 

Morriss, 2007)。e ポートフォリオのプロセスと SRL プロセスは重複する部分が多いため、

e ポートフォリオは SRL プロセスのサポートに貢献するとされている  (Alexious & 

Paraskeva, 2010)。しかしながら、SRL プロセスと学習ストラテジー、e ポートフォリオの

関係に関する研究はまだ少なく、特に言語学習における有用性についてはまだ十分に調査

されていない。本研究では、日本語中級コースにおいて学習者の SRL の促進を目的とし

たプロジェクトを行い、学習ストラテジーの使い方や学習意識の変化、そして e ポートフ

ォーリオのサポートツールとしての実用性についてアンケートと学習者のリフレクション

から検証した。  

 

3．調査方法と内容、結果  

3.1 参加者と内容 

 本研究は、アメリカ東海岸にある私立大学において、2021 年春学期にリモート形式の

中級日本語コースを履修した 10 人の学習者が取り組んだコースプロジェクトを用いて行

った。プロジェクトの目的として、自分の日本語能力を理解した上で補強したいスキルを

練習をする時間を作り、目標をたてて自分で決めたタスクに自分で取り組む自律学習者を

図 1：SRL における 3 段階のプロセス (伊藤 2008) 
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目指すこと掲げた。学習者は各自で決めた課題に目標と計画を立てて取り組み、その記録

のための e ポートフォリオを作成した  (表 1)。e ポートフォリオは Google Drive を主なポ

ータルとし、各学習者のシェアフォルダーに提出する形を取った。 

 

表 1：プロジェクトの流れ  

学期初め  目標と課題内容の決定（個別面談も含む） 

学期中 課題 6 回を、リフレクションと共に e ポートフォリオに提出  

リフレクションの内容： 

• がんばった点とよくできたと思う点、特に見てもらいたい点 

• 前回のフィードバックを見て、気をつけた点 

• 自分が立てた目標にどのぐらい近づいたと思うか 

学期末 発表と e ポートフォリオ最終提出  

最終リフレクションの内容： 

• プロジェクトから学んだこと 

• 目標達成度 

• 難しかった点、大変だった点、次回変えたい点 

• プロジェクトが日本語力にどのどのように影響したと思うか 

• 二つのアンケートを比べて変化があった点、新たに学んだ勉強方法

やストラテジー、それが他の日本語学習に影響を与えた点 

• 自律学習者を目指すという目的に、どのぐらい近づいたか 

 

3.2 アンケートの構成と分析方法  

 学習者の学習ストラテジーの変化を見るため、学期初めと学期末に外国語学習ストラテ

ジーアンケートを行った。アンケートは、Strategy Inventory for language Learning (SILL: 

Oxford, 1990)を使用した。SILLは学習者が使用する特定の言語学習ストラテジーを、学習

者と教師が評価するツールで、その有用性は研究によって証明されている (Petrogiannis & 

Gavriilidou, 2015; Danko & Decman, 2019)。学期初めに行うことによって、自己の学習スト

ラテジーについて意識を持つという目的も持たせた。質問は合計50問あり、それぞれ5段

階評価 (1: Never or almost never true of me～5: Always or almost always true of me)である。

50問の質問は以下のパートAからFの6つのカテゴリーに分類されている。  

Part A Memory strategies: 「I use new second language (SL) words in a sentence so I can 

remember them.」を含む9項目 

Part B Cognitive strategies: 「I start conversations in the SL.」を含む15項目  

Part C Compensating strategies: 「I try to guess what the other person will say next in the 

SL.」を含む6項目 
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Part D  Metacognitive strategies: 「I plan my schedule so I will have enough time to study 

SL.」を含む9項目 

Part E  Affective strategies: 「I try to relax whenever I feel afraid of using SL.」を含む6項目 

Part F  Social strategies: 「I practice SL with other students.」 を含む6項目  

このアンケートの6つのカテゴリーの平均値を学期初めと学期末で比較し、分析した。ま

た、学習者が二回の回答を元にその変化を自己分析した内容とリフレクション、学習者の

プロジェクトに対する自由記述回答を合わせてその意識の変化を調査した。 

 

3.3 結果と分析 

 アンケートの学期末平均値は全てのカテゴリーにおいて学期初めより上回る結果となっ

た。以下に学習者リフレクションに基づいた分析を記す。 

 

  

 全 6 回の課題にフィードバックを講師が行い、次の課題ではそのフィードバックを見て

気をつけた点をリフレクションとして提出したことが、学習ストラテジーと意識の変化に

つながったという声が多く見られた。フィードバックで指摘された自らの弱点には特に気

を付けるようになり、他の宿題でもそれを活かすようになったという学生も多かった。ま

た、単語リストの作成をプロジェクトに取り入れた学習者が多く、単語の意味と使用法を

調べ、積極的に使うようになったという記述、そしてプロジェクトのために普段のクラス

で学習したことをより復習するようになったという記述がほとんど全員に見られた。それ

までの「正しく使う」ことから「間違いを意識して使う」ように意識が変わったという学

習者もおり、自己モニタリングとリフレクションを中心とした学習ストラテジーがこのよ

うな学習行動に影響を与えていることがわかる。学んだことを自らの方法で学習に取り入

れるアクティブラーニングの言語学習における重要性が表れており、このプロジェクトは

「自律学習者を目指す」という目的の達成に有用であったと言える。また、普段の宿題で

は放置されがちなリフレクションを、e ポートフォリオを用いることで行うようになると

いう効果も表れていると言える。このように、今回のプロジェクトは学習ストラテジーと
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図 2：外国語学習ストラテジーアンケート結果  



 5 

意識にプラスに影響したと言える。以下に、三人の学習者のプロジェクト内容とそれぞれ

が挙げた変化について取り上げる。 

 まず、学生 A は日本語の歌を英語に訳し、単語リストを作成して歌詞についての自分

の解釈を書き、翻訳の練習と歌詞の理解の向上を目的とした課題に取り組んだ。アンケー

ト結果の分析では、特にパート D の「I have clear goals for my Japanese"」とパート F の

「 I ask Japanese speakers for help.」が 3 から 5 に変化した理由にプロジェクト自体が原動

力となったと述べている。それまでは特に行っていなかった目標設定の重要さをプロジェ

クトを通して認識し、フォーカスしたい日本語スキルを考えて学習に取り組むことができ

たと述べ、今後もそれを取り入れていきたいとしている。また、日本語学習者にはわかり

得ない点についてフィードバックを得られたことでより興味を持つようになり、それがき

っかけとなって言語パートナーを見つけ、母語話者の自然な表現や理解の仕方について学

びたいと思うようになったと述べている。また、自らを時制力のある方ではないと評価

し、今回のプロジェクトでできた言語パートナーと今後もやり取りをすることでモチベー

ションを維持し続けることができるだろうと積極的な姿勢を見せている。  

 次に、学習者 B は日本語の自然な会話を理解できるようになるという目標を立て、ド

ラマの要約を書く中で新しい単語や接続表現の使い方を身に着けるという課題を選んだ。

クラス内で学んだ接続表現を応用で使えるようになったことや、登場人物の心情や状況説

明を工夫して書くことで、読み手にも分かりやすい要約を書けるようになったこと、そし

てそれらが自分の気持ちや考えを表す際にも役にたっていることをプロジェクトの成果と

して挙げている。新しく学んだ単語を自分の文の中で様々な形で使うようになったという

点は以前はなかったことで、一つの単語がもつ多様な意味や使い方を知る機会となり、そ

の他の学習でも気を付けるようになったこと、クラスで学んだ内容を以前より復習するよ

うになったことがアンケート上のパート A と B の数値の変化につながったと述べてい

る。また、ドラマを見ていく中で、パート C の「I try to guess what someone would say next 

in Japanese」にあるように登場人物が次に何を言うか、それに対して相手がどのように答

えるかなどなどを推測するようになったと振り返っており、それを自らの会話でも行うよ

うになったと述べている。  

 学習者Cも歌の翻訳と解釈に取り組んだが、パートCに大きな変化があったことを述べ

ている。知らない単語が出てきた際に全て調べるのではなく、内容から意味を推測するよ

うになり、そのスキルの向上が見られたと自己評価している。そしてそのことが自信につ

ながり、学んだ日本語スキルをより積極的に使うようになったことが、Part Dを始めとす

る全体的な数値の上昇に貢献していると評価している。  

 学期末アンケートの自由記述回答からは、今回のプロジェクトは自分の興味のある課題

を自分のペースで行えるという点で意欲が沸いたという声が多かった。また、課題に責任

を持って取り組み、自己モニタリングをするようになったという学習ストラテジーの変化

が、今後日本語コースを取り終えた後の自主学習にもプラスに働くだろうという学習者も
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おり、e ポートフォリオの効果は今後も発揮される考えられる。  

 

4．おわりに 

本研究を通して、SRL プロセスを取り入れたプロジェクトを用いることで、学習意識

と学習ストラテジーに様々なプラスの変化が確認された。今回はリモート形式のコースだ

ったこともあり、e ポートフォリオを有効活用したことが大きく影響していると言える。

普段は疎かになりがちな復習やリフレクションが、e ポートフォリオをコースに取り入れ

ることで半ば強制的ではあるが可能となり、学習ストラテジーや意識の変化につながると

考えらえる。オンライン環境で学ぶ機会が増えることが今後も想定されるが、e ポートフ

ォリオは特にそういった環境下で効果をより発揮すると思われる。しかしながら、どのよ

うな学習形態でも「させられている」意識を拭えない学習者は存在する。e ポートフォリ

オを単に課題の一つとして使用するのみではなく、目的に沿った取り入れ方が重要となる。

今後の取り組みとしては、例えば、交渉型プロジェクトとして e ポートフォリオに含める

項目やアセスメントの内容を学習者が決めて行えば自律性の高い内容となり、意識に変化

も起こるだろう。さらに、今回は行わなかったが、e ポートフォリオを学習者自身だけで

はなく学習者同士を含めた他者に向けたものにすることにより、他者との関連性を高め、

互いに学習ストラテジーをシェアし合うよりよい環境作りができるだろう。リフレクティ

ブラーニングを含めた自律学習の手段としての e ポートフォリオの可能性は今後も期待で

きる。 
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